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2 ワークショップ　"The Mass-Count Distinction:Philosophical,
 Linguistic, and Psychological Perspectives"

開催日

企 画

講演者

2009年6月8日

飯田隆(哲 学・文化人類学班)

Byeong-Uk Yi(トロント 大学)、Mutsumi Imai(言語・認知班）

Francis Bond(独 立行政法人情報通信研究機構)、 Lajos Brons（塾内文学部）

 2009年6月8日 の午後 いっ ぱい 、慶應 義塾 大学 グロ ーバ ル

COEプ ロク ラム 「論理 と感性 の先端 的教 育研 究拠 点」 の主 催

で 、 「The Mass Count Dlstlnctlon Philosophical, Lmguistic,

and Psychologlcal Perspectlves」 とい う標題 の ワー ク シ ョ ノ

ブか 開催 され ま した。

 英語 の名詞 に は 「astudent, students」 の ように、不 定冠 詞

を取 り、 単数形 とは 区別 され る複数形 を もつ もの と、「water」

の ように、通常 は、不 定冠 詞 を取 らず 、 また、複数形 ももたな

い もの とがあ る ことは、 よ く知 られ てい ます。 前者 を可算名詞

(count noun)、 後 者 を 質量 名 詞(mass noun)と 呼 び ます。

可算名詞 と質量名 詞の違 い はほか にもあ ります 。た とえは、可

算名 詞 につ い て は、 「many students」 と は言 えて も 「much

students」 とは言 えないの に対 して、質量 名詞 につい ては、 そ

の反 対 に 「much water」 と は言 え て も 「many water」 とは

言え ませ ん。

 ところで、 日本 語 には、不定冠 詞 もなけれ は、文法 的な単数

複 数 の区別 もあ りませ ん。 また、 「many」 と 「much」 は どち

らも 「た くさん」 で表す こ とか で きます 。 したがっ て、 「学生」

と 「水」 の違い は、 も しある と して も、 英語 におけ るよ うな仕

方 で特徴づ け るこ とはで きませ ん。朝鮮語 も、 この点 に関 して

は、 日本語 とよ く似 てい ます。

 1968年 に発 表 された 「存在 論的相 対性」 とい う論 文の 中で、

アメ リカの哲 学者 クワイ ンは、 「五 頭 の牛」 の よ うな 日本 語の

名詞句 を取 り上 げて、 ここに現れ る名詞 「牛 」 は、可算名 詞 と

して解 釈す る こと もで きれ は、質量 名詞 として解釈 す るこ とも

で きる と論 じま した。 また、言語学 の中 で も日本語 や朝鮮 語の

ような言語 にお ける名 詞 はす べて質 量名詞 として解釈 される と

い う仮説(「 質量名 詞仮 説mass noun hypothesls」)カ ミ立 て ら

れ てい ます。

 今 回の ワーク シ ョ ソプ は、 哲学、 言語心理 学、 自然言語 処理

とい った異 なる分野 の研 究者 が集 ま り、 クワイ ンの説、 あるい

は、 質量名詞仮 説 に どれ ほ どの妥 当性 が あるのか を中心的 な論

点 と してPPANす る場所 として企画 された ものです。

 このワー クシ ョノブ を企画 した飯 田隆氏(慶應 義塾 大学 、本

拠点哲 学 ・文化 人類学 班所属)に よる簡単 な概 観 のあ と、 四名

の研 究者 に よる発 表 か行 われ ま した。最 初 に話 され たの は、

Byeong-Uk Yl氏(ト ロン ト大学)で 、「可 算名詞/質 量名 詞」

とい う区別 の歴 史か ら始め て、 この 区別の正確 な特徴 づ けのむ

すか しさ を強 く印象付 け ま した。た だ し、時 間が なかった ため

に、 口本語 と朝鮮 語 におけ るこの区別 につ いて論 じる部分が、

ワー クシ ョソプの 際 に省略 され て し まった こ とは、残 念 で し

た。つ い で、Francis Bond氏(独 立 行政 法人情 報 通信研 究機

構)は 、 自然言語 処理 の観点 か ら、 日本 語の助 数詞 あるい は分

類 辞(claSSI且er)の 具体 相 について話 され ま した。

 休憩 の後、 ワー クシ ョ ノブの後 半 は、 今井 むつみ氏(慶應 義

塾大学 、本拠点 言語 と認 知班所属)に よる報告 か ら始 ま りま し

た。 この興 味深 い報告 の中で、今 井氏 は、脳波 の測定 を伴 う実

験 の結 果が 、「可算/非 可算 」 の区別 が、 文法 的 な もの であ る

よ りは、概 念 的 な もの であ る こ とを示 唆す る と論 じ られ ま し

た。本 ワー ク シ ョソプ を締 め く くった の は、LaJos Brons氏

(慶應 義塾 大 学)の 「自己 としての他 者/自 己 で ない もの と し

て の他 者」 とで も訳 す るこ との で きるタイ トルを もつ報告 で し

た。 そ の中 でBrons氏 は、 質量 名詞仮 説 が、 自分 とは異 な る

文化 に対す る ときに典型 的に生 じる概念 的誤謬 に基づ くもの で

あ る と論 じま した。「可 算名 詞/質 量 名詞」 とい う区別、 それ

を日本 語や朝 鮮語 の ような言 語 に対 して も適用 しよう とす ると

きに生 じる問題、 それ は、言 語学 の問題 に とどま らず、異 文化

を理解 しよ うとす る ときに生 じる、 よ り大 きな問題の一環 であ

るこ とを聴衆 に印象付 け る報 告 で した。     (飯田 隆)

For the whole afternoon of June 8,2009, a workshop had

been going on, which was organized by CARLS and had a

ritle"The Mass-Count Distinction Philosophical, Lmguis-

ric, and Psychological Perspectives"As the ritle suggests,

the speakers at the workshop came from various fields such
as philosophy, psycholmguistics, natural language process-

mg, and the audience also consisted of the people with

different interests and backgrounds. The central themes of
the workshop were the following How should we character-

ize the mass-count distinction across the different lan-

guages?Is there any validity to the mass-noun hypothesis
which claims that the so-called classifier languages hke

Japanese, Korean, and Chinese, have only mass nouns and

not count nouns There were four talks besides an overview

of the issues involved by Takashi hda(Keio University)who

was the organizer of the workshop The first of these was

given by Prof Byeong-Uk Yi(University of Toronto)and
was mainly concerned with the characterization of the

count-mass distinction The second speaker Dr Francis

Bond(NICT)talked about the various types of Japanese

classifiers After a short break, the workshop resumed with

atalk by Prof Mutsums Imai(Keio University)She talked

about the psychological experiments she had conducted m

order to ascertain the nature of the mass-count distinction

The last speaker ofthe workshop was Dr Laos Brons(Keio

University), and he talked about the fallacy that hes behind

the mass-noun hypothesis
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